書評1 : 原田 謙 著『社会的ネットワークと幸福感 : 計量社会学でみる人間関係』（勁草書房、2017年） by 杉原 陽子
1．はじめに
　単身世帯の増加や近隣関係の希薄化に
伴う「孤立死」の増加が社会問題となり、
地域における人々の「つながり」の重要
性が強調されている。近年では、地域に
おける保健・福祉・防災等の対策の中で
も、「ソーシャル・キャピタル（人々の
協調行動を容易にさせる地域における信
頼・規範・ネットワーク）の醸成」が主
要なキーワードとなっている。このよう
に人々の連帯や絆を強め、それにより地
域の課題への対応を図ろうとする取り組
みへの関心が、政策、市民活動、研究な
ど多方面で高まっている。
　世帯員数の減少により家族・親族の私
的支援態勢が弱まり、行政や公的機関の
支援も財政的・制度的問題による制約が
あるため、私的支援と公的支援の谷間に
落ちる人々を地域住民や友人等の力を活
用して支えようとする取り組みは、現在
の日本のコミュニティ政策において重要
である。しかし、「つながり」づくりを
強調する施策に賛成しつつも、距離をお
きたいと感じる人も少なくないであろ
う。それは、著者が本書で述べているよ
うに、人間関係はアンビバレント（両面
価値的）で、「つながり」は「しがらみ」
にもなるからである。ソーシャル・キャ
ピタルについても、社会の問題を解決す
るための有効な概念として注目されてい
るが、その負の側面（個人の自由を制限、
規範に従うことを要請、部外者の排除等）
も指摘されている。
　従来は個人の問題あるいは個人の選択
の結果とされていた「人間関係」が政策
課題とされ始めた現在において、果たし
て人間関係は政策のねらいどおりに人々
にとって良いものとなっているのだろう
か。「幸福感」を指標とした場合に、人々
の幸福感を高める人間関係とはどのよう
なものか。幸福感を高める人間関係は地
域、年齢、性、階層等によって、どのよ
うに異なるのだろうか。本書は、これら
の疑問について詳細な文献レビューと丹
念な実証研究の成果に基づき丁寧に考察
しており、今後のコミュニティ政策や
ネットワーク研究の方向性について有益
な示唆を与えるものである
89
書　評　1
【書評 1】
原田　謙　著
『社会的ネットワークと幸福感－計量社会学でみる人間関係』
（勁草書房、2017 年）
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2．本書の意義
　本書の意義と特徴の中でも主なもの
を、政策面と研究面からまとめる。政策
面では、「ソーシャル・キャピタルの醸
成」といった人々のつながりを強化・活
用しようとする近年の政策に対して、エ
ビデンス（科学的根拠）に基づき、その
あり方を考察している点である。日本の
政策は、エビデンスに基づく政策立案の
姿勢が総じて弱く、先進的な事例や有効
そうな概念があると、それを科学的に検
証することもなく施策に位置づける場合
が少なくない。しかも、新しい概念や施
策を取り入れているようでいて、実は昔
から言われていることの言い替えに過ぎ
ない場合も多い。本書は、ネットワーク
と人間の幸福についての歴史的系譜をま
とめ、そこから導出された理論仮説を実
証的に検証し、そのエビデンスに基づき
コミュニティ政策（特に都市政策）のあ
り方を具体的に論じているため、非常に
説得力のあるものとなっている。
　研究面での意義は、人間関係と幸福感
について都市社会学（空間軸）と社会老
年学（時間軸）の視角から多角的・複合
的に理論と知見を整理・統合している点
である。都市社会学の視点から「都市／
地域とネットワーク」を捉え、地域環境
と健康・幸福感との関連及びそのメカニ
ズムを説明する概念モデルを提示すると
ともに、社会老年学の視点から「地域環
境やネットワークと健康・幸福感との関
連のエイジングに伴う変化」を論じてい
る。このような学際的分析は、それぞれ
の研究分野において別個に論じられてき
た課題を統合させ、各分野で不足してい
た論点を相互補完するだけでなく、ネッ
トワークと幸福感との関連を「空間」と
「時間」という軸を設定して立体的に捉
えるという新たな研究の視座を提示して
おり、独自性と先進性、学術的意義に富
むものである。加えて、著者は「社会階
層（学歴、職業、所得）」や「性別」と
いう特徴により形成される「格差」の問
題にも取り組んでおり、研究のインプリ
ケーションが重厚なものとなっている。
3．本書の構成と主な知見
　本書は大きく 4 つのセクション（第Ⅰ
～Ⅳ部）から構成されている。第Ⅰ部は
「理論編」で、社会的ネットワークの概
念と理論を整理している。第 1 章では、
ネットワーク、社会的サポート、否定的
相互作用、ソーシャル・キャピタルといっ
た人間関係をとらえる諸概念を整理し、
本書の概念モデル、すなわちネットワー
クが地域レベル及び個人レベルの社会構
造的特性によって規定され、ミクロレベ
ルのサポートや否定的相互作用を経由し
て主観的幸福感に影響を及ぼす過程を明
示している。第 2 章は、今日のネットワー
クの変容を読み解く理論を、都市社会学
と社会老年学の分析視角から整理してい
る。具体的には、都市社会学の視点から
「下位文化理論」「コミュニティ解放論」
「ソーシャル・キャピタル論／集合的効
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力感理論」を、社会老年学の視点から「コ
ンボイモデル」「累積的有利／不利理論」
「社会情緒的選択理論」を紹介している。
　第Ⅱ～Ⅳ部は「実証編」で、第Ⅱ部で
はネットワークの地域差と階層差を検
証するための理論枠組みと方法論を整理
し、筆者が行った実証研究の成果に基づ
き考察している。第 3 章では、「都市住
民の親族・隣人・友人関係は衰退してい
るのか」という都市度とネットワークと
の関連についてマルチレベル分析を用い
て検討し、下位文化理論をアクセス理論
として解釈すべき（アーバニズムが集団
の集中および集団の成員相互のアクセス
を高め、それが下位文化の生成・強化に
つながる）と指摘している。さらに、都
市住民の孤立といった「コミュニティ喪
失論」ではなく、ネットワークが空間的
に分散し、枝分かれした構造を持つ「コ
ミュニティ解放論」を支持する結果が得
られたことを踏まえ、地域親族集団や隣
人関係の再興を図る政策の限界と、大都
市圏全体に広がるネットワークを基盤と
した市民活動団体など地域特性に応じた
介入方法の可能性を指摘している。第 4
章は、学歴・職業・所得といった階層的
地位が、ネットワークの形成や維持に及
ぼす影響を理論的に整理した上で、領域
別／距離別ネットワークの階層差と性差
を検証している。特にネットワークを広
域化する資源としての学歴と所得に着目
し、階層が高い者ほど第一次的紐帯が空
間的に分散・分岐した構造をもつ「コミュ
ニティ解放論」の特徴を示すこと、地域
的な（親族）ネットワークに埋め込まれ
ていることが必ずしも幸福感を高めるわ
けではなく、居住地の離れた相手を多く
含む分散的なネットワークの中で暮らし
ていることが幸福感の高さにつながる可
能性を指摘している。
　第Ⅲ部は、人々の幸福を規定する要因
を、ネットワーク、サポート、地域環境
に着目して検討している。第 5 章は、受
領サポートと否定的相互作用の多寡に関
連する要因を明らかにした上で、それ
らがメンタルヘルスに及ぼす影響を検討
している。否定的相互作用の方が受領サ
ポートよりもメンタルヘルスに及ぼす影
響が大きいという結果から、サポートを
いかに増やすかという視点とともに、否
定的相互作用をいかに減らすかという
視点が重要であることを指摘している。
第 6 章は、「ソーシャル・キャピタルの
高さが居住満足度を高めるのか」という
課題についてマルチレベル分析を用いて
検討し、社会的凝集性と犯罪被害認知が
居住満足度に影響を及ぼすことを証明し
た。
　第Ⅳ部は、未婚者と後期高齢者に焦点
を絞り、ネットワークと幸福感に関わる
議論を展開している。第 7 章は、未婚者
の領域別ネットワークが孤独感や幸福感
に及ぼす影響を分析している。結果、同
居家族や親族ではなく、恋人や親しい仕
事仲間、隣人、友人といった選択的なネッ
トワークの存在が孤独感の低さにつなが
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ることから、未婚者は「所属する」とい
うより「選択する」関係性を重視してい
ること、さらにソーシャル・メディア上
のみで交流している知人が多い人ほど孤
独感が高いことも指摘している。第 8 章
は、後期高齢者について検討し、ネット
ワークと主観的幸福感との関連性には性
差があり、配偶者の有無は男性において
主観的幸福感との関連が強いのに対し、
子どもとの関係は女性で強いこと、男性
では近距離友人が、女性では中距離親族
が主観的幸福感を高めることを指摘して
いる。
　終章では、「日本人の人間関係は何に
よって規定され、幸福感にどのような影
響をもたらしているのか」という問いに
ついて、都市社会学と社会老年学の視角
から探究した結果を踏まえ、理論的・政
策的インプリケーションを提示してい
る。主な論点として、「人間関係の地域
差と階層差」「幸福感を規定する要因」「未
婚・高齢社会における人間関係と幸福感」
について解明された知見をまとめ、そ
れらを踏まえ、「都市／地域の文脈効果」
「エイジング、階層とネットワーク」「幸
福に暮らす／老いる条件としてのネット
ワーク」について考察し、研究と政策の
方向性について提言している。
4．おわりに
　ネットワークと健康・幸福感について
は、いくつかの学問領域で探究されてい
るが、領域横断的に分析の視座を設定し
たものは少なく、本書は学術的に非常に
意義の高いものとなっている。さらに、
政策面でもエビデンスに基づき、近年
の自治体レベルで実施されている過剰な
「つながり」づくりの問題点と地域特性
に応じた新たな方向性を指摘している。
従って、研究者だけでなく、施策づくり
に携わる人、地域活動を推進する人、高
齢期の生活について考えている中高年齢
者など、多くの人にとって示唆に富む内
容となっている。論者の個人的意見とし
ては、特に若い大学院生に読んでもらい
たい。本書は、先行研究の到達状況と課
題を精緻に整理し、その上で理論仮説・
分析枠組みを構築し、丹念な実証研究に
基づく考察を行っているため、若い研究
者が実証研究を行い、その成果をまとめ
る際の指南書になるであろう。
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